
Blanca 
         平居謙 

 

 

通勤のためいつものように 

高級住宅街の中を通っていた 

椰子の木を庭に植えている 

変な屋敷が続いている 

 

ふと手に触れるものがあった 

小さな女の子が手をつなぎに来ている 

誰かと間違ってない？ 

お父さんは？お母さんは？ 

 

手を払いのけるのも忍びなくて 

しばらくそのまま歩を進めた 

 

 そのコはぶらんか、ぶらんか、と歌っている。 

 

ぶらんか、と言えば『シートン動物記』に出てくる白銀の雌狼 

狼王と恐れられた獰猛なロボを捕獲するための質として使われた 

悲しい物語の重要な脇役なのだが 

 

ぶらんかの音に合わせて 

繋ぐ手もぶらぶらと振る 

 

ふとこれは拉致・誘拐の図だと気づき 

僕は焦り始める 

 

繋いだ左手の指の間を緩やかに動かして間隔を取る 

もぞもぞと反発するような動きがやがて止まり 

見上げる人 

 



さよなら 

離脱する小型宇宙船 

 

屋敷町の白い壁が終わると 

居酒屋とコンビニが遠くに見える 

果物屋の横にケーキ専門店もある 

信号が点滅し駅の踏切が現れる 

 

   ＊ 

 

そんなことなど 

すっかり忘れていた数年後の今年２月 14日 

阪急電車千里線の中で 

目の醒めるような美しい女を見た 

オレンジ色の燃えるような唇が 

ぶらんか、と動く 


